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学 年 だ よ り

☆☆☆ 深まる秋… ☆☆☆
秋が深まり，だんだんと肌寒い季節になってきました。

先日，生徒会役員選挙があり，妹尾中学校の中心となる

新生徒会役員が選ばれました。３年生からのバトンを

１・２年生が受けて，新生徒会を中心にして頑張って

くれるものと期待しています。新生徒会役員になった

生徒は学校の代表としての自覚を持って行動していっ

てください。中心となる生徒会役員を全員でバックア

ップしてより素晴らしい学校になるよう頑張っていき

ましょう。また，クラスでは専門委員・学習係も代わりました。自分の仕事に責任を

持ち，２年生後期の仕事を取り組んでいきましょう。

～～～ 定期考査 ～～～
第２回の定期考査が終わりました。結果はどうだったでしょうか。

今回は９教科あり，時間の使い方を工夫した人も多かったでしょう。

時間の使い方は勉強のみならず，生活のいろいろな場面で必要となっ

てきます。次の第３回定期考査は，１２月１日（木）２日（金）にあ

ります。早めの取り組みなど，今回のテスト結果の反省を生かして，

自分なりに工夫して定期考査に臨めるようにしましょう。

【１１月の行事予定】
日 曜 行 事 給食 日 曜 行 事 給食

１ 火 短縮 教育相談 ○ 16 水 職場体験 ○

２ 水 職場事前訪問 午後下校 ○ 17 木 ○

３ 木 文化の日 18 金 授業公開研究会 ○

４ 金 短縮 教育相談 職場事前訪問 午後下校 ○ 19 土

５ 土 20 日

６ 日 21 月 短縮 個人懇談 お弁当の日 弁当

７ 月 ３時間授業 ○ 22 火 短縮 個人懇談 ○

８ 火 集金日 学力アセス（数） ○ 23 水 勤労感謝の日

９ 水 専門委員会 集金日 ○ 24 木 短縮 個人懇談 考査発表 ○

10 木 評議員会 ○ 25 金 短縮 個人懇談 講演会（いじめ・スマホ） ○

11 金 挨拶運動 職場体験事前指導 ○ 26 土

12 土 27 日

13 日 28 月 ○

14 月 職場体験 ○ 29 火 ○

15 火 職場体験 ○ 30 水 （12/1～第３回定期考査） ○

＊＊＊ キャリアスタートウイーク ＊＊＊
１１月１４日（月）から３日間，キャリアスタート

ウイークがあります。１０月１４日（金）には西大寺

高校の三善校長先生にお出でいただき，職場体験で何

を学ぶのか，ということを中心にお話をしていただき

ました。また，１０月３１日（月）には，玉野商業高

校から江村先生にお出でいただき，職場体験に向けて

のマナー講座をしていただきました。少しずつ職場体

験当日に向けて準備を進めています。１１月２日（水），

４日（金）の午後には，それぞれの職場に訪問し，事

前打ち合わせを行ってきます。最初の出会いを大切に， ＜西大寺高校三善校長先生のキャリア教育講演会＞

また，失礼のないように打ち合わせを行ってくれたらと思います。

なお，職場体験の３日間は，各家庭から職場に出勤することになります。交通手段は，

徒歩や自転車（ヘルメット着用），距離によっては公共交通機関を使うことになります。

３日間のうち定休日等で職場体験がない場合は，家庭学習となります。

職場体験学習を行うことで多くのことを身につけ，一回り大きく成長できるようにしま

しょう。

＝＝ お弁当の日 ＝＝
１１月２１日（月）にお弁当の日があります。今回のテーマは，『秋

の食材を使った弁当を作ろう』です。今年度は２回のお弁当の日にな

るので，２年生最後のお弁当の日になります。食材の豊富な秋のこの

季節に，栄養のバランスや彩などをしっかり考えてお弁当を作ってみ

ましょう。また，今までに作ったことない料理にも挑戦してみましょう。

～～～ 個人懇談 ～～～
１１月２１日（月）～２５日（金）まで，個人懇談があります。お

忙しい中，お世話になります。学校での生活の様子や学習の様子，家

庭での様子などを三者でお話ができたらと思います。また，２年生も

半ばを過ぎ，少しずつ将来についても考えていかないといけない時期

になりますので，進路についての話もできたらと思います。お子様や

ご家族でお話ししてみてください。よろしくお願いします。

学習定着に向けて 学 年 目 標
○授業を大切にする。 一致団結！

○ノートを丁寧に取る。 ～責任・協力・助け合い～

○宿題は期日を守って提出する。 ○自分の行動に責任を持ち，役割を果たし，

○発表をする。 それぞれが自立した人間になろう。

○私語をしない。 ○班・クラス・学年が協力することで，集団

○家庭学習を定着させる。（学年＋１時間！） の力を高めよう。

○お互いを助け合うことで，相手に対する優

しい気持ちを持てるようになろう。




